
よくある質問

海外留学等

都立高校には、魅力ある先進的な取り組みがいっぱい！

本項ではその特色ある取り組みの一部を掲載しています。

【事前研修の様子】 【留学中の様子】

修了生の声

都立高校等の生徒を対象にした留学支援事業です。

留学先は、オーストラリア、ニュージーランド、アメリカ合衆国、カナダを予定しており、

約１１か月間ホームステイをしながら現地校に通います。

事前研修で、実践的な英語や日本の伝統文化、最先端の技術などを学びます。

在日留学生との
英語での交流

日本の
伝統文化に
関する研修

現地校の高校生との交流

ホストファミリー
との生活

英語漬けの日々を過ごしたこ
とで、英文の資料検索ができる
ようになり、学びの世界が格段
に広がりました。

どのような学校の生徒が、参加して
いますか。

これまで、全日制・定時制の普通科、農業科、工
業科、商業科、産業科、水産科、芸術科、国際学科、
総合学科といった多様なタイプの学校から生徒
が参加しています。

留学の期間は、「留学」の扱いにできるため、現地
校で修得した単位を所属校の単位に振り替え、
入学時の学年で進級や卒業が可能です。

約10人に１人が海外の大学に進学しています。

日本の在籍校での進級や卒業の扱いはどの
ようになりますか。

海外の大学に進学する修了生はどのくらい
いますか。

日本では経験できない多様性
に触れることができ、互いを尊
重することの大切さを学びま
した。

令和６年度入試の日程

全 日 制

入学願書受付 ３月 ６日（水）

取 下 げ ３月 ７日（木）

再 提 出 ３月 ８日（金）

学 力 検 査 ３月 ９日（土）

合 格 発 表 ３月１４日（木）

定 時 制

入学願書受付 ３月２１日（木）

取 下 げ ３月２２日（金）

再 提 出 ３月２５日（月）

学 力 検 査 ３月２６日（火）

合 格 発 表 ３月２７日（水）

定時制のうち、以下の昼夜間定時制高校では、

全日制と同じ日程で分割後期募集を実施します。

【分割後期募集を行う昼夜間定時制高校】

一橋高校、浅草高校、荻窪高校、

八王子拓真高校（一般枠）、砂川高校

（
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期
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集
・
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次
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通信制（一橋高校、新宿山吹高校、砂川高校）の入試は、４月上旬に行います。
定時制・通信制についての詳細は、１０月頃に発行予定の「令和６年度東京都立高等学校定時制課程・通信制課程入

学案内」でお知らせします。
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定時制のうち、以下の昼夜間

定時制高校では、出願後の取

下げ・再提出により志願変更

ができます。

【志願変更ができる高校】

六本木高校、大江戸高校、

世田谷泉高校、稔ヶ丘高校、

桐ヶ丘高校、小台橋高校

一橋高校、浅草高校、

荻窪高校、八王子拓真高校、

砂川高校

帰国・引揚生徒対象又は在京外国人生徒対象（国際

高校）の志願者は、一般の都立高校の第一次募集・

分割前期募集にも出願できます。ただし、帰国・引

揚生徒対象又は在京外国人生徒対象（国際高校）に

合格した場合、それ以後の都立高校の受検はできま

せん。

帰
国
・
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揚
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徒
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象
、

在
京
外
国
人
生
徒
対
象
の
入
試

作文・面接 2 月 １ ５ 日 （ 木 ）

合格発表 ２ 月 １ ９ 日 （ 月 ）

入学願書受付

２月８日（木）・ ９日（金）

在京外国人生徒対象
（国際高校）

合格発表 ２月２日（金）

作文・面接 １月２６日（金）

入学願書受付 １月２３日（火）・２４日（水）

在京外国人生徒対象
(竹台高校、田柄高校、南 飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、

杉並総合高校)

国際バカロレア（ＩＢ）
コース（国際高校）

入学願書受付 １月２２日（月）・２３日（火）

合格発表 ２月２日（金）

英語運用能力検査等

※在京外国人生徒対象の入試、帰国・引揚生徒対象の入試、国

際バカロレアコースの入試（国際高校）においては、第二次

募集を実施しません。

※「インフルエンザ等学校感染症罹
り

患者等に対する追検査」は、

全日制の第二次募集と同じ日程で実施します（新型コロナウイ

ルス感染症も追検査の対象になります。）。ただし、志願変更は

できません。また、分割募集を実施する都立高校においては、

追検査を実施しません。追検査についての詳細は６８ページを

ご覧ください。

全 日 制

１月１２日（金）～

１月１８日（木）

集団討論・個人 １月２６日（金）

面接、実技検査等 １月２７日（土）

合格発表 ２月２日（金）

全 日 制

合格発表

３月 １日（金）

取 下 げ ２月１３日（火）

再 提 出 ２月１４日（水）

出願受付期間

１月３１日（水）

～２月６日（火）

学力検査

２月２１日（水）

合格発表

３月 １日（金）

定 時 制

１月３１日（水）～２月６日（火）

学力検査

２月２１日（水）

今後決定するインターネットを活用した出願（推薦に基づく入試及び学力検査に基づく入試の

うち第一次募集及び分割前期募集、海外帰国生徒対象入試）に係る出願受付期間等については

別途定めます。

１月２６日（金）

１月２７日（土）

学力検査 ２月１５日（木）

合格発表 ２ 月 １ ９ 日 （ 月 ）

入学願書受付

２ 月 ６ 日 （ 火 ） ・ ７ 日 （ 水 ）

取 下 げ ２ 月 １ ３ 日 （ 火 ）

再 提 出 ２月１４日（水）

帰国・引揚生徒対象

出願受付期間

出願受付期間
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一人1台の学習者用端末都立高校で国際交流

◆世界を知ろう、世界で学ぼう、自分の世界を広げよう◆

オンライン英会話

 ◆ 使える英語力を身に付けよう ◆

＜現地の農場現場の視察＞ ＜ボッチャによる交流＞

＜小石川中等教育学校：授業での
オンライン英会話の様子〉

〇英会話の内容例

都立高校への入学時に、学習者用端末の準備が必要です。

令和５年度入学生の端末購入にかかる保護者負担額は、以下のとおりです。
（６年度入学生に対する支援内容については後日決定します）

※ 扶養する２３歳未満の子等が３人以上いる世帯や給付型奨学金受給対象世帯については、保護者

負担額をさらに軽減する制度があります。（給付型奨学金については５９ページ参照）

支援の詳細は、以下のリンクを御参照ください。

令和６年度入学生向け支援の詳細は、上記ホームページや情報教育ポータルサイト「とうきょうの情報

教育」、都立高校合同説明会等で、随時お知らせします。

【問い合わせ先】　東京都教育庁総務部教育政策課　　電話　０３（５３２０）７４７７（直通）

端末購入支援金について

授業で使用する資料の配布やレポートの提出はス

マート・スクール端末を通して行われます。学校から

の連絡、委員会や部活動の情報交換などにおいても使

われます。

自宅では、授業で課されたレポートや、自らテーマ

を設定する課題研究の論文などに取り組むために使用

します。調べたことを発表するための資料を整えた

り、スライドを作成したりすることもあるでしょう。

保護者負担額※

３０，０００円
東京都支援額

端末価格

１週間程度海外へ行き、現地で見聞を広め、多くの生徒にその成果を伝えます。派遣

校内や都内で、留学生と交流します受入

専門高校生海外派遣
工業、商業、農業等の職業学科の高校生が参加し、
最先端の技術や取り組みなどに触れます。
＜令和４年度派遣国＞
アラブ首長国連邦、オーストラリア

＜浅草散策＞

東京体験スクール
相互に学校生活や文化を紹介します。
＜令和４年度受入国＞
カナダ、オーストラリア、ニュージーランド等

多文化交流派遣
現地の高校生と文化体験や共生社会に関する意見交
換などを通じた交流を行います。
＜令和４年度派遣先＞
フランス、アラブ首長国連邦

参加した高校生の声
〇世界ではスピード感が重要で、しっかりと計画し

た上で、すぐに取り組むことが大切だと思った。

〇自分の専門性をもっと高めて、社会に貢献する
ために自分ができることを考えていきたい。

〇世界に対して日本の魅力を発信するためには、
自分が日本の文化や歴史を深く理解する必要が
あると感じた。

〇自分の英語が伝わって、話ができたことが嬉し
かった。もっと話ができるように語学を勉強し
たい。

令和４年度の派遣の様子は、

こちらの動画を御覧ください。

　スマート・スクール端末は、生徒自身が管理しま

す。使いやすくなるよう、自分の端末をカスタマイズ

することができます。勉強に役立つものなど、必要な

アプリ・ソフトウェアをインストールできます。

　この端末は、都立高校の生徒にとって、高校生活を

充実させるマストアイテムです。

　都立高校では、教育活動のあらゆる場面において、高校段階の学びにふさわしい生徒所有の一

人１台端末を活用することにより、一人一人の力を最大限に伸ばしていきます。

　端末の購入には、東京都から支援があり、保護者負担額は原則３万円です。

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/tui

tion/tuition/device_monetary_assistance.html

・日常生活から国際社会に関することまで様々な内容を題材　

にした会話

・スピーチやプレゼンテーションに向けた練習

・資格・検定試験のリスニング・スピーキング対策

・国際交流行事や海外修学旅行等に向けた会話の練習　等
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　都立高校の生徒は、一人１台の学習者用端末（スマート・スクール端末）を毎日の学習や学

校との連絡など、高校生活に不可欠なツールとして使います。
　東京都教育委員会では、グローバル人材を育成する取り組みの一環として、国際交流に力を入れています。

交流国は、令和５年度以降、拡大予定です。

　グローバル人材の育成に向けた「使える英語力」の強化を目指し、「聞く」「話す」を中心に個々の生徒のコ

ミュニケーション能力の伸長を図るため、ネイティブ講師との１対１での対話を行うオンライン英会話を

実施しています。令和５年度は都立高校全校に取り組みを拡大しています。
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＜現地の農場現場の視察＞ ＜ボッチャによる交流＞

＜小石川中等教育学校：授業での
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〇英会話の内容例

都立高校への入学時に、学習者用端末の準備が必要です。

令和５年度入学生の端末購入にかかる保護者負担額は、以下のとおりです。
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端末購入支援金について

授業で使用する資料の配布やレポートの提出はス

マート・スクール端末を通して行われます。学校から

の連絡、委員会や部活動の情報交換などにおいても使

われます。

自宅では、授業で課されたレポートや、自らテーマ

を設定する課題研究の論文などに取り組むために使用

します。調べたことを発表するための資料を整えた

り、スライドを作成したりすることもあるでしょう。

保護者負担額※

３０，０００円
東京都支援額

端末価格

１週間程度海外へ行き、現地で見聞を広め、多くの生徒にその成果を伝えます。派遣

校内や都内で、留学生と交流します受入

専門高校生海外派遣
工業、商業、農業等の職業学科の高校生が参加し、
最先端の技術や取り組みなどに触れます。
＜令和４年度派遣国＞
アラブ首長国連邦、オーストラリア

＜浅草散策＞

東京体験スクール
相互に学校生活や文化を紹介します。
＜令和４年度受入国＞
カナダ、オーストラリア、ニュージーランド等

多文化交流派遣
現地の高校生と文化体験や共生社会に関する意見交
換などを通じた交流を行います。
＜令和４年度派遣先＞
フランス、アラブ首長国連邦

参加した高校生の声
〇世界ではスピード感が重要で、しっかりと計画し

た上で、すぐに取り組むことが大切だと思った。

〇自分の専門性をもっと高めて、社会に貢献する
ために自分ができることを考えていきたい。

〇世界に対して日本の魅力を発信するためには、
自分が日本の文化や歴史を深く理解する必要が
あると感じた。

〇自分の英語が伝わって、話ができたことが嬉し
かった。もっと話ができるように語学を勉強し
たい。

令和４年度の派遣の様子は、

こちらの動画を御覧ください。

　スマート・スクール端末は、生徒自身が管理しま

す。使いやすくなるよう、自分の端末をカスタマイズ

することができます。勉強に役立つものなど、必要な

アプリ・ソフトウェアをインストールできます。

　この端末は、都立高校の生徒にとって、高校生活を

充実させるマストアイテムです。

　都立高校では、教育活動のあらゆる場面において、高校段階の学びにふさわしい生徒所有の一

人１台端末を活用することにより、一人一人の力を最大限に伸ばしていきます。

　端末の購入には、東京都から支援があり、保護者負担額は原則３万円です。

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/tui

tion/tuition/device_monetary_assistance.html

・日常生活から国際社会に関することまで様々な内容を題材　

にした会話

・スピーチやプレゼンテーションに向けた練習

・資格・検定試験のリスニング・スピーキング対策

・国際交流行事や海外修学旅行等に向けた会話の練習　等
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　グローバル人材の育成に向けた「使える英語力」の強化を目指し、「聞く」「話す」を中心に個々の生徒のコ

ミュニケーション能力の伸長を図るため、ネイティブ講師との１対１での対話を行うオンライン英会話を

実施しています。令和５年度は都立高校全校に取り組みを拡大しています。
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ビジネス現場

や進学先で

役立つ実践的

なスキル

デジタルスキル
（PC・プログラミング講座）

使える英語力
（英検講座）

ビジネス
コミュニケーション
スキル（職場体験）

簿記・会計
スキル

民間事業者の講座等

在学中に

大きく成長しよう！

・大森高校

・蒲田高校

・深沢高校

・板橋有徳高校

・田柄高校

・光丘高校

・青井高校

・足立東高校

・多摩高校

・野津田高校

・東村山高校

・武蔵村山高校

・羽村高校

・秋留台高校

・五日市高校

・芝商業高校

・大田桜台高校

・第一商業高校

・第四商業高校

・千早高校

・葛飾商業高校

・江東商業高校

・第三商業高校

・第五商業高校

・足立高校（定時制）

都立高校で実社会や進学先等で役立つ実践的なスキルを身に付け、
大きく成長しよう！

〇東京都教育委員会は、今年度から新たに、普通科高校15校を「スキルアップ推進校」に、商業高校10校を「ビ
ジネス人材育成推進校」として指定し、民間事業者の多様な講座等の受講を通じて、生徒が実社会や進学先等
で役立つ実践的なスキルを習得できるようにしました。
〇高校３年間の在学中に、ビジネスの現場や大学等で求められる「デジタルスキル」や職場体験を通じた「ビジ
ネスコミュニケーションスキル」、「使える英語力」などをしっかりと身に付けて、自分を大きく成長させよう！

デジタルスキル

スキルアップ推進校（普通科高校15校） ビジネス人材育成推進校（商業高校10校）

普 商

職場体験（ジョブキャンプ）

使える英語力（英検）ABCD

簿記・会計

普 商

普 商

将来の目標に向けて、進学先や就職先等を考えるきっかけに！

高校３年間で３つの業界体験を予定

職場体験に参加する企業約 200 社から選ぶ

・食べる 食品・外食・農業

・もてなす 観光・ホテル・小売り

・創る  IT・メーカー・ソフトウェア

・支える 医療福祉・教育・サービス

・楽しむ ゲーム・アミューズメント

・届ける 物流・運輸・倉庫

様々な業界分野

座学・体験・提案・ディスカッション

の４つの体験から２つ以上を

組み合わせたプログラム

多様な体験プログラム

ビジネスマナー研修を受講

経験豊富な講師によるビジネスマナー・

体験先企業の業界研究等の研修を受講

１日目

職場体験に参加

実際に企業に行って業務体験。働い

ている方とのコミュニケーションを通

じて興味があった業界がどんな仕事を

しているかを知る

２・３日目

体験申込

事後研修を受講

職場体験を振り返り、興味関心がある

業界に進むために身に付けるべき知識や

スキル等の気づきを整理する。

４日目

興味・関心のある分野・企業での職場体験を通じて、ビジネスマナー・コミュニケーションスキルを

習得するとともに、進学先や将来の職業選択の可能性を広げます。

実用英語技能検定（英検）の受験対策の指導等を通じて、

実用性の高い英語の技能を習得し、大学やビジネスの現場等で

求められる語学力を養います。

〇英検４級から準１級までの講座

〇資格取得のための効果的な教材を使用

商

日本商工会議所簿記検定（日商簿記）の受検対策の指導等を通じて、

実用性の高い会計の知識や技能を習得します。

〇日商簿記３級から１級までの講座

〇日商簿記対策指導の経験が豊富な講師によるオンデマンド講座

〇資格取得のための効果的な教材を使用

〇高校１年生　Word・Excel・PowerPointの基礎講座

〇高校２年生　Word・Excel・PowerPointの応用講座や

　　　　　　　オンラインツール・ローコード開発

〇高校３年生　プログラミング基礎

※ ３年間の講座イメージ

ワープロや表計算、プレゼンテーションソフトの基礎講座から

プログラミング基礎まで、デジタル知識や技能を習得します。

スキルアップ推進校・ビジネス人材育成推進校

54

都
立
高
校
の
特
色
・
魅
力

1



ビジネス現場

や進学先で

役立つ実践的

なスキル

デジタルスキル
（PC・プログラミング講座）

使える英語力
（英検講座）

ビジネス
コミュニケーション
スキル（職場体験）

簿記・会計
スキル

民間事業者の講座等

在学中に

大きく成長しよう！

・大森高校

・蒲田高校

・深沢高校

・板橋有徳高校

・田柄高校

・光丘高校

・青井高校

・足立東高校

・多摩高校

・野津田高校

・東村山高校

・武蔵村山高校

・羽村高校

・秋留台高校

・五日市高校

・芝商業高校

・大田桜台高校

・第一商業高校

・第四商業高校

・千早高校

・葛飾商業高校

・江東商業高校

・第三商業高校

・第五商業高校

・足立高校（定時制）

都立高校で実社会や進学先等で役立つ実践的なスキルを身に付け、
大きく成長しよう！

〇東京都教育委員会は、今年度から新たに、普通科高校15校を「スキルアップ推進校」に、商業高校10校を「ビ
ジネス人材育成推進校」として指定し、民間事業者の多様な講座等の受講を通じて、生徒が実社会や進学先等
で役立つ実践的なスキルを習得できるようにしました。

〇高校３年間の在学中に、ビジネスの現場や大学等で求められる「デジタルスキル」や職場体験を通じた「ビジ
ネスコミュニケーションスキル」、「使える英語力」などをしっかりと身に付けて、自分を大きく成長させよう！

デジタルスキル

スキルアップ推進校（普通科高校15校） ビジネス人材育成推進校（商業高校10校）

普 商

職場体験（ジョブキャンプ）

使える英語力（英検）ABCD

簿記・会計

普 商

普 商

将来の目標に向けて、進学先や就職先等を考えるきっかけに！

高校３年間で３つの業界体験を予定

職場体験に参加する企業約 200 社から選ぶ

・食べる 食品・外食・農業

・もてなす 観光・ホテル・小売り

・創る  IT・メーカー・ソフトウェア

・支える 医療福祉・教育・サービス

・楽しむ ゲーム・アミューズメント

・届ける 物流・運輸・倉庫

様々な業界分野

座学・体験・提案・ディスカッション

の４つの体験から２つ以上を

組み合わせたプログラム

多様な体験プログラム

ビジネスマナー研修を受講

経験豊富な講師によるビジネスマナー・

体験先企業の業界研究等の研修を受講

１日目

職場体験に参加

実際に企業に行って業務体験。働い

ている方とのコミュニケーションを通

じて興味があった業界がどんな仕事を

しているかを知る

２・３日目

体験申込

事後研修を受講

職場体験を振り返り、興味関心がある

業界に進むために身に付けるべき知識や

スキル等の気づきを整理する。

４日目

興味・関心のある分野・企業での職場体験を通じて、ビジネスマナー・コミュニケーションスキルを

習得するとともに、進学先や将来の職業選択の可能性を広げます。

実用英語技能検定（英検）の受験対策の指導等を通じて、

実用性の高い英語の技能を習得し、大学やビジネスの現場等で

求められる語学力を養います。

〇英検４級から準１級までの講座

〇資格取得のための効果的な教材を使用

商

日本商工会議所簿記検定（日商簿記）の受検対策の指導等を通じて、

実用性の高い会計の知識や技能を習得します。

〇日商簿記３級から１級までの講座

〇日商簿記対策指導の経験が豊富な講師によるオンデマンド講座

〇資格取得のための効果的な教材を使用

〇高校１年生　Word・Excel・PowerPointの基礎講座

〇高校２年生　Word・Excel・PowerPointの応用講座や

　　　　　　　オンラインツール・ローコード開発

〇高校３年生　プログラミング基礎

※ ３年間の講座イメージ

ワープロや表計算、プレゼンテーションソフトの基礎講座から

プログラミング基礎まで、デジタル知識や技能を習得します。

スキルアップ推進校・ビジネス人材育成推進校
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都立工科高校

＜DX 社会を支える「新生」都立工科高校のコンセプト＞

ものづくり技能 × デジタルスキル × グローバルスキル

＝「新ものづくり人材」（新たな価値を創造する技能人材）

「ものづくり技能」に加え、ＩＴ・英語スキルの習得や、大学進学など

　都立工業高校は、令和 5 年 4 月から都立工科高校に校名を変更いたしました。（校名に「工業高等

学校」が入る 15 校が「工科高等学校」に変わりました。）

　これからの東京の産業の成長を支える都立工科高校生の学びをより充実させていくため、東京都

教育委員会では３つのスキルを身につけた新しいものづくり人材の育成に力を入れていきます。

１１　ものづくり技能の習得

２　デジタルスキルの習得

３　グローバルスキルの習得

　大手企業への就職に有利な多種多様な資格の取得にも積極的に

取り組んでいきます。

　グローバル化が進む社会において活躍できるよう、英語力の育成に

力を入れていきます。

　工科高校での学びと関連する海外の取り組みや技術に触れたり、

現地の高校生や技術者と交流したりする海外派遣を実施します。

★ 大企業への就職実績も多数あり！

東京未来ファクトリー事業

特に、今後の産業社会で必要になるプログラミングなどの

デジタルスキルの習得に力を入れていきます。

専門高校生対象海外派遣研修事業

世界最大級の太陽光発電施設

◎ 都立工科高校での取り組みを紹介した動画を公開しております。

ぜひ一度ご覧ください。

北豊島工科高等学校 ＜防災教育×工業技術＞

令和６年度から、“都市防災技術科（仮称）”を設置します

防災に関する技術の学習を通し、産業や社会の持続可能性を支える人材を

育成していきます。

● 学びの特色

● 卒業後の進路

　災害発生時に不可欠な電気・通信分野の企業などへの就職や地域防災に携わる公務員を目指す生徒を

サポートしていきます。

　また、大学や専門学校への進学にも対応します。

＜詳細版＞ ＜概要版＞

（学校ＨＰ）

杉並工科高等学校 ＜ＩＴ×環境化学＞

令和６年度から、“ＩＴ・環境科(仮称)”を設置します

● 学びの特色

従来からある普通教科の授業と一緒に、IT と環境に関する授業を受けることができます。

大学と連携した学びの取り組みで、高校の学びの先に大学の学びがあることが意識できます。

● 卒業後の進路

進学重視型の学校となり、四年制大学への進学を目指します。

大学でさらに専門性を高め、様々なジャンルの企業で活躍できるようになります。

自分の好きなことや得意なことを仕事にできる未来が待っています。

中野工科高等学校 ＜食品工業×工業化学＞

令和６年度から、“食品サイエンス科（仮称）”（エンカレッジスクール）を設置します

● 学びの特色

● 卒業後の進路

「食品工業」の学びを活かし、食品メーカーや飲食店、外食産業などへの就職や、

専門的な技能・技術をさらに磨いていくための進学を支援します。

（学校ＨＰ）

（学校ＨＰ）

工業系学科のアップデート

レトルト殺菌装置

課題研究の様子

ドローン操作

社会の変化に合わせ、既存の工業系学科を先進的な学科へと順次リニューアル（改編等）を進めます。

令和６年度入学生から対象となる新たな学科は以下の３校です。

　ものづくりの基盤となる基本的技術に加え、今後一層重要性が増す

ＩＴやデータスキルの基礎を学ぶ教育を充実させています。

溶接技能実習

　工科高校は求人社数が非常に多く、就職に有利です。

　毎年多くの卒業生が、大手自動車メーカーや鉄道業界、電力会社などに就職しています。

　工科高校の卒業後の進路の詳細については、各学校のホームページをご覧ください。

　「探究防災」という授業において、防災にかかわる課題発見から解決方法

の立案までを総合的に探究する学習を取り入れます。

　普通教科と工業の専門科目とを相互に関連付け、学校の教育活動全体で防災を軸にした教育を行います。

　豊かな食文化を誇る日本の「食」を工業的に捉え、調理・製造や分析、デザイン的

にアプローチし、これからの食産業の発展を推進できる人材を育成していきます。

　都立工科高校唯一の「食品工業」が学べる学校として、健康の維持・増進、

疫病予防に期待のかかる食品について、学習していきます。

　IT スキルと環境リテラシーを兼ね備え、様々な社会の課題を解決する有為な

人材を育成していきます。
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生徒一人ひとりが多様な進路を実現できるようにサポートしていきます。

取得できる資格の例

自動車整備士、電気工事士、危険物取扱者、ガス溶接技能者など



都立工科高校

＜DX 社会を支える「新生」都立工科高校のコンセプト＞

ものづくり技能 × デジタルスキル × グローバルスキル

＝「新ものづくり人材」（新たな価値を創造する技能人材）

「ものづくり技能」に加え、ＩＴ・英語スキルの習得や、大学進学など

　都立工業高校は、令和 5 年 4 月から都立工科高校に校名を変更いたしました。（校名に「工業高等

学校」が入る 15 校が「工科高等学校」に変わりました。）

　これからの東京の産業の成長を支える都立工科高校生の学びをより充実させていくため、東京都

教育委員会では３つのスキルを身につけた新しいものづくり人材の育成に力を入れていきます。

１１　ものづくり技能の習得

２　デジタルスキルの習得

３　グローバルスキルの習得

　大手企業への就職に有利な多種多様な資格の取得にも積極的に

取り組んでいきます。

　グローバル化が進む社会において活躍できるよう、英語力の育成に

力を入れていきます。

　工科高校での学びと関連する海外の取り組みや技術に触れたり、

現地の高校生や技術者と交流したりする海外派遣を実施します。

★ 大企業への就職実績も多数あり！

東京未来ファクトリー事業

特に、今後の産業社会で必要になるプログラミングなどの

デジタルスキルの習得に力を入れていきます。

専門高校生対象海外派遣研修事業

世界最大級の太陽光発電施設

◎ 都立工科高校での取り組みを紹介した動画を公開しております。

ぜひ一度ご覧ください。

北豊島工科高等学校 ＜防災教育×工業技術＞

令和６年度から、“都市防災技術科（仮称）”を設置します

防災に関する技術の学習を通し、産業や社会の持続可能性を支える人材を

育成していきます。

● 学びの特色

● 卒業後の進路

　災害発生時に不可欠な電気・通信分野の企業などへの就職や地域防災に携わる公務員を目指す生徒を

サポートしていきます。

　また、大学や専門学校への進学にも対応します。

＜詳細版＞ ＜概要版＞

（学校ＨＰ）

杉並工科高等学校 ＜ＩＴ×環境化学＞

令和６年度から、“ＩＴ・環境科(仮称)”を設置します

● 学びの特色

従来からある普通教科の授業と一緒に、IT と環境に関する授業を受けることができます。

大学と連携した学びの取り組みで、高校の学びの先に大学の学びがあることが意識できます。

● 卒業後の進路

進学重視型の学校となり、四年制大学への進学を目指します。

大学でさらに専門性を高め、様々なジャンルの企業で活躍できるようになります。

自分の好きなことや得意なことを仕事にできる未来が待っています。

中野工科高等学校 ＜食品工業×工業化学＞

令和６年度から、“食品サイエンス科（仮称）”（エンカレッジスクール）を設置します

● 学びの特色

● 卒業後の進路

「食品工業」の学びを活かし、食品メーカーや飲食店、外食産業などへの就職や、

専門的な技能・技術をさらに磨いていくための進学を支援します。

（学校ＨＰ）

（学校ＨＰ）

工業系学科のアップデート

レトルト殺菌装置

課題研究の様子

ドローン操作

社会の変化に合わせ、既存の工業系学科を先進的な学科へと順次リニューアル（改編等）を進めます。

令和６年度入学生から対象となる新たな学科は以下の３校です。

　ものづくりの基盤となる基本的技術に加え、今後一層重要性が増す

ＩＴやデータスキルの基礎を学ぶ教育を充実させています。

溶接技能実習

　工科高校は求人社数が非常に多く、就職に有利です。

　毎年多くの卒業生が、大手自動車メーカーや鉄道業界、電力会社などに就職しています。

　工科高校の卒業後の進路の詳細については、各学校のホームページをご覧ください。

　「探究防災」という授業において、防災にかかわる課題発見から解決方法

の立案までを総合的に探究する学習を取り入れます。

　普通教科と工業の専門科目とを相互に関連付け、学校の教育活動全体で防災を軸にした教育を行います。

　豊かな食文化を誇る日本の「食」を工業的に捉え、調理・製造や分析、デザイン的

にアプローチし、これからの食産業の発展を推進できる人材を育成していきます。

　都立工科高校唯一の「食品工業」が学べる学校として、健康の維持・増進、

疫病予防に期待のかかる食品について、学習していきます。

　IT スキルと環境リテラシーを兼ね備え、様々な社会の課題を解決する有為な

人材を育成していきます。
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生徒一人ひとりが多様な進路を実現できるようにサポートしていきます。

取得できる資格の例

自動車整備士、電気工事士、危険物取扱者、ガス溶接技能者など



　島しょ以外の中学校から島しょの都立高校を受検するためには、次のいずれかの応募要件に該当するこ

とが必要です。

・島しょに保護者の1人以上とともに転居することが確実なこと。

・都内の中学生で、入学日までに島しょ在住の身元引受人になり得る６親等以内の親族と同居すること

が確実なこと。

・島しょの町村が独自に実施する島外生徒受入選考に合格していること。

（※ただし、大島海洋国際高校は、寄宿舎を有しており、島しょ以外の中学生が受検することが可能な

ため除く。）

WEB 学習コース（通信制課程）

科学技術高等学校 ｜ 理数科※仮称 開設

☆WEB 学習コースの特徴

・生徒が多様なメディアを利用して行う学習（NHK 高校講座、スタディサプリ、学校作成動画など）に取

り組むことにより、面接指導を受けるために登校する日数を、年５日程度とします。

・従来郵送により行っていた添削指導（レポート）の提出等を、電子化することで、タブレットや PC を

用いて自由な時間・場所で学習を行うことができます。

・所属の学校の学習システムにアクセスし、個々に割り当てられた

ID とパスワードを用いてログインすることで、自身の学習状況

を随時確認することや、学校生活や学習活動に関する情報を得る

事ができます。

《実施している学校》

○新宿山吹高校（令和４年度試行、令和５年度から本格実施）

《今後順次実施予定》

〇一橋高校 〇砂川高校 学校作成動画の例

Ｑ：「WEB学習コース（通信制課程）」とは、どのような取り組みですか？

Ａ：都立通信制高校において、生徒が多様なメディアを利用した学習に取り組むことにより、面接指導（ス

クーリング）を受けるために登校する日数を、年５日程度とする取り組みです※。新宿山吹高校において

は、担任による 1 週間に 1 回程度の自由参加の Web ホームルームで、皆さんの学校生活を支援します。

また自身の生活スタイルに応じて、月曜日を除く平日は、自習室や図書館を利用することができます。

さらに、添削指導（レポート）についても一部電子化を行い、「いつでも どこでも だれでも」学べる

環境を提供しています。（※ 高等学校学習指導要領第１章第２款５(5) に定める教育課程の特例による。）

（（１１）） 島島外外生生徒徒受受入入選選考考ととはは

高校ごとの入学者選抜（学力検査）に先立って島しょの町村が独自で実施する選考のことです。

同選考に合格することで、島しょの都立高校への応募資格が得られます。

高校ごとの入学者選抜合格後は、ホームステイや学生寮で自立した生活をしながら都立高校に通う

ことができます。

（（２２）） 島島外外生生徒徒受受入入選選考考をを活活用用ししたた際際のの島島ししょょのの都都立立高高校校入入学学ままででのの流流れれ

（（３３）） 島島外外生生徒徒受受入入選選考考のの選選考考方方法法

島しょの町村が実施する書類選考及び面接

（（４４）） 過過去去のの島島外外生生徒徒受受入入選選考考実実績績

選考年度 令和元年度 令和 2 年度 令和３年度 令和４年度

実施自治体 神津島村 神津島村 八丈町 神津島村 八丈町 神津島村 八丈町 新島村

募集人数 5 名 5 名 ２名 ５名 ２名 ５名 1 名 2 名

応募者数 2１名 16 名 ０名 ２０名 ７名 17 名 2 名 4 名

合格者数 ５名 4 名 ０名 ４名 ２名 5 名 1 名 2 名

＜学校の窓から望む山と海＞ ＜少人数授業の様子＞

Ｑ：令和６年度入試において、どの島しょの町村で島外生徒受入選考を実施しますか？

Ａ：現在、各島しょ町村と調整中で、本年 9 月下旬から１０月上旬に実施町村が確定する予定です。

Ｑ：具体的な受入先や費用はどうなりますか？

Ａ：受入先は、島内の一般家庭でのホームステイや学生寮に住むなどの方法があります。

また、生活費は自己負担ですが、町村から一定額の助成等があります。

島外生徒受入選考 （１２月上中旬）

合 格（１２月中下旬）

(島しょ高校への応募資格を取得)

都立高校の入学者選抜 受検

合 格

島外生徒受入選考

島しょ高校に入学

令和6 年度に、23 区内の都立高校で初の理数科（仮称）
を、科学技術高校に開設します。科学技術科の一部を
改編し、ＳＳＨ※の取組とともに、教科「理数」の特色
ある科目及び理数探究を学習し、数学的・科学的な思
考力を育成します。

理数科の設置科目「理数数学」「理数数学特論」「理数物理」「理数化学」
「理数生物」等で理数系分野の幅広い教養と、情報Ⅰ・情報Ⅱなどにより

情報活用等の素養を併せ持ち、「理数探究」などにより、それらを生かし
た新しい価値（イノベーション）を生み出すことのできる人材を育成し
ます。

科学技術科の学校設定科目「SS 科学技術探究」「SS 科学技術実習」「SS 
科学技術理論」などによって科学技術分野に関わるあらゆる分野の知
識や技術を身に付け、「SS 課題研究」などにより実社会における課題を
解決できる資質・能力を育み、将来の科学技術者・研究者として活躍
できる人材を育成します。

※SSH　文部科学省スーパーサイエンスハイスクール
〈論理的・多角的な視点を育む個性豊かな授業〉

理 数 に 関 す る 学 科 科 学 技 術 科

教育カリキュラム 教育カリキュラム学　年

理
数
探
究 

等

Ｓ
Ｓ
課
題
研
究 

等

普通教科・科目

工業系科目

科学技術科の学校設定科目第１学年

第２学年

第３学年

普通教科・科目理数科の専門教科・科目

理数数学Ⅰ、理数数学Ⅱ
理数数学特論
理数物理
理数化学
理数生物　　　　　　等

国語、公共、歴史総合、
地理総合、
英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、
論理・表現、
保健、体育、芸術
情報Ⅰ、情報Ⅱ　　　　　等予定

ＳＳ科学技術探究

ＳＳ科学技術実習

ＳＳ科学技術理論　　  等

国語、公共、歴史総合、
地理総合、論理・表現、
英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、
保健、体育、芸術　　　　　　 等

工業技術基礎・工業情報数理

こ ん な 生 徒 を 待 っ て い る ！ ◆ 科学技術に高い興味・関心がある　　◆ 世界に向けて発信していきたい
◆ 研究活動に意欲がある　　　　　　　◆ イノベーションを生み出したい　etc.
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島外生徒受入選考を活用した
島しょの都立高校への進学について22


